
5号小竪穴から出土した有孔鍔付萱(高さ 39cm) 



平安時代灰粕碗・灰粕皿

鉄鎌と石突



序

弁戸民遺跡は、 中部高地における縄文時代中期の標式遭肺

としてつとに知られている。昭和33年と40年に尭掘調査がな

され、縄文時代から平安時代にわたる被告遺跡であることが

判明している.ことに縄文時代は、中期前葉から末葉まで宮

まれた母村的な集落跡である.

昭和41年6月に聞の史跡に指定され、整備をすすめるいっ

日う、国庫補助をうげて史跡の闘い上げをはかつてきた.現

在、指定面積1l，307nずのうち8，644m':of町有地となっている。

さらに平成4年度には、地瞳文化財保全容曜の指定をうけ、

周辺の環境匝全をすすめているところである.

との度の報告書は、遺騨の南端個を樹断する農道の建設に

先立って冒亀周査された第三次発縮の記蹄である.この中で

特に注目されるのは、早期茅山上周期の環状集石遺構であろ

う.これまでは、隣村原村の阿久遺跡で尭掘された前期町環

状抱石遺構がもっ主も古かったが、それより更に遡ったこと

になる.全国的にも殆ど例を見ない遺構の発見は、弁戸尻遺

跡の実態把担に大きな成果をもたらしたと冒ってよいだろう.

この問、発掘調査ならびに聾理作車にご協力いただいた関

幌者のみなさんに心からお礼命し上げる次第である。

平成6年 3月

富士見町教育聖書員会

教 育 畏 名 取 剛 三



例 言

1 本司書は、島林融業用揮搾油税身替車道聾備事量置に伴い、開街地方事務所の委託をうけて富士

見町教育委員会が聾施した井戸尻遺跡の尭翻鯛査報告.である。

2 発掘調査および昆葱作業は、平成3年 7月10白から平成6年 3月22日まで、二度に分けて行

った.

3 遇措図の水揚植は揮高857.0mを0とし、高低を+・ーで表示した.

4 本報告にかかわる出土晶、諾記揖は井戸民考古館世保管している.

5 早期の土器については、量の多少はあれ、全て他物質の輯艦が含まれているが、と〈に明示

していない。

6 尭掘調査は，j、林公明 ・樋口酷司が担当し、本曹の執筆および緬聾は樋口械司剖行った.

7 早期の土器群については、金子直行民より御教示を鍛いた.記して樹置をき慢する次第でるる.
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1 遺跡の環境と調査の経緯

遺跡の環境 井戸民遺跡は、池袋巨が所在する台地の先端が比高聾およそ20mの急斜面とな

って消失し、そこからふたたぴ民尾のように南に伸びる、標高870--855rnの尾股上に位置する.

東西の最大幅100m 南北300mの蝿固である.東西ともに比高聾S........6mほどの浅い択によって

仕切られている.西閣の沢を隔てては曽利遺跡の尾担筋が援行している.

台地のまさしく民に相当する揖辺の所々からは、 r井戸民J という地名の由来となった清水が

わき出ている.特に遺跡の北東側の漕岩の障聞から出る揖水は水燥が豊富で、現在は聾蝿場の水

として利用されている.地元の古老によると、かつてここは島耕などで車労した属のからだや脚

を冷やした場所で 『うまひやしぼJ と呼んでいたことがあるという.

間査の睦鍵 今回、調査の対象になったのは、尾担の下手に当たる箇所である.農林甑襲用

揮舟油税身曹農道整備事襲の官士見南陣がこの地点を横断するため、平成 2年9月4日に、長野

県鞍脊壷員会、覇防地方事務所.富士見町教育委員会の三者で協議を行い、工事に先立って発櫨

を実施することになった.

間葺由あらまし 調査匡が回目下手相で、土手が高〈聾いてあり、哩めた土が相当量あるこ

とが予想された。東側の斜面は、ポーリングステッキによる探査から、地山まで浅い箇所で120

師、時い箇所でそ札以上であることが判っていた.まず、 埋土を除去する作撲を軍機で行ったが、

予想どおり厚〈、加えて幅員があって左右に土を振り分りねばならず、手間取った.ちなみに、

開田の際に埋めた土の最も厚い箇所は210cnであった.

基本の圃序は、開田時に埋めた土目下から I層-lllI/I!lまで付した.このうち、第VI層は人為的

にもった土である.尭銅は、西から住居社、小里穴の聞に行った.山閣の上園、 7-13グリット

にかげて、穆大から入国大の躍が而でとらえられたが、一定のまとまりや規則H生は認められなか

った.これらの石を取り除いて少し下げると、 11....... 】2グリットにか砂て大小の土器片や半完悟の

土器のほかに、安山岩の離や各種石器がまとまってあらわれた。とれを遺物集中区としたo IV層

にはいると早期の土器と準大から人頭大の嘩が現われた。帯状を成すものの、罰則性は寵められ

なかったo 9グリットあたりからは次第に傾斜して支谷が深〈なり、 W圃は厚い箇所で80cmi丘〈

もなって、間査がなかなか進まなかった.
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結局、 13グリッ卜以降と 10グリット以降の早期の包音圃の調査については、五年度に送るzと

となった。

五年度は、排土処理を考慮に入れて16-20グリットを先ず調査し、終了桂、 10-16グリツトの

周査を行った.表土をはぎ取ると14杭列から東聞に汐が見つかった。 16グリットでは、1II周目上

百から平安時代の遺物が車中して見つかった。 IV眉に至ると17グリットから早期の損石l基と、

1........16グリット にかけて理状聾石趨摘を検出した。先に関査した 9........10グリットでみられた集石

ま、乙の一部分であった.集石はV層の上面までみられた。

V閣を取り除き、地山の状態を計測して調査を軒えた。

2 遺構と遺物

調査区からは、旧石器時代から近世までの遺物と遺構が見つかった。遺構は、南北に延びる尾

Eに直行するように東へ緩く落ち込む誼沢とその轟辺部に構築されていた。

旧石器時代では、 3号小里穴の南西付近からプレイドが1点出土した。縄文時代では、早期の

寝状集石遺構、集石 1基、小E穴9基、中期の住居祉 l基、小竪穴27基、遺物車中区を樟出した。

平安時代では、遺構こそなかったが、灰軸胸器の碗と皿、完形の鉄鎌と石喪が掛い範聞に最中

，て輸出された。

近世では、当時の銭躍である「寛永通宝」が、開田の際に盛った土のいちばん下から出土した。

tた、開回時につくられたと思われる躍の沢山入った汐がみつかった。

これらのうち、特に注目されるのはやはり早期の遺構のあり方であろう.遺跡東倒の沢筋から

定分かれしてくる沢の中心にロームのマウンドがあって、それを囲むように聾石があり、その外

郎、沢の揖辺部に小竪穴が巡っている。このような遺構の構築状況は、典型的な環状集落の円環

理造と同じであることから、小竪穴をかとむように択の輯辺部に住居の存在が予想される.

旧石器時代

講 3図 1は3号小竪穴の南西50cmのソフトローム中より、背面を表にして出土した。その周辺

E入念に削り精査したが、曲には見つからなかった。

先端を少し欠くが身は薄く、韓辺は剃万の刃のように薄い。 2・3は9BlZ出土。 2の輯辺に

主、刃こぼれか刃部加工か明らかでない、小さな剥離が見られる。 1• 2ともプνイドで頁岩製。

lはポイン卜の半欠品.玄武岩製の石。
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環状集石遺構 9 .......16グリットの第IV層より検出された.道路の路線帽のみの詞直で、遺構

の全体を窺い知ることは出来ないが、およそ 4分の 1を揖掘することができた。

凹層の下部の調査で、中期目土器に混じって早期の土器片がかなり自につくようになった。そ

れも、ちょう rこの睡状車石遺構にかきなるように、広い植圏かち出土していた。何層との境で

すでに拳大から人頭大の障があらわれたが、まさか下部がこうなっているとは知らず、 9.10グ

リットのー都は測量して外してしまった。しかし、土をすてる関揮で、斜面の調査を先に軒ませ

ておいたので、いちどに遺構全体を検出することができたことは幸いであった.

配石は、卵大から人頭大の離を用い、幾つかは立たせて環状に配している。ほとんどが安山岩

で、赤い膜の後った地山の睡もわりと多〈、ほかに花由岩などが檀われていた.これらのなかに

は、放置に割られたものも多〈見られた。

聾石は、 11グリットから16グリットにか砂てが調置で、正門に近い分布を示している.因みに、

この部分の直桂は約24閣を測る。そこから聴は東西それぞれに惨状に延びていて、全体とすれば

車酉に長い楕円形を呈するものと思われる.これらのなかには、提石のような石組の遺構はなか

った。本社の車の先、 18グリツトに集石l基と購土がみつかった。

障はIV層と、 V層の上層までのおよそ80cmのあいだにあり、大小の土器片と石器、県曙石片が

混入していた.石鑑はかなり自についた。農は、離の聾中する範囲全体に見られた。土器は監理

箱で22箱、石器は5箱で面積のわりにはかなり多い。

IV層の下層、ー骨IV層中で揖土牡を 6か所検出した.いずれも聾石の内側に沿って、等間隔で

並んでいる。韓土のなかには、細かい脱が多〈含まれていることから、いずれもその場所で火を

焚いたようだ。 14グリットにある大きな韓土だ砂は、分~<箇くしまっていた.

本祉の特徴といえば、指石遺構の中心にあるロームのマウンドであろう。 V層を 部削って平

らにし、その上に直桂ゴ約6m、最大厚51kmのロームを盛つである。実き固めたようすはないが、

土の性賀上わりとしまっている.

おそらく、このロームのマウンドを築いてから、 ζれを中.[，'にして、石を環状に配したとおも
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われる.その建中、火を費いたものと判断される.

すぺての石を取り除いた桂、 V層の土をは宮取る作車にはいった.上層部で田戸上緬式の土器

片がい〈らか出土したが、遺構はなかった.

出土した遺物は大変多〈、十分な整理は出来ていない. 9 • 10グリットから出土した一部の土

器片だ砂を拘置するにとどめた.

第 4図は、 9AIKの集石中より出土した土穏である. 4は粕閉式に特徴的にみられる繕状把手

である.櫨躍は他と比ぺて少ないほうで、赤みのない明暗色で、桂成はわりと亜い. 6は富士山

野の塔状把手の一部である. 5は白書部と外面に速艇の制罪文を有するo 5 . 6ともに1寧な成

形痕が残っている.いずれも茅山上周式。 8・9は、条寵文というより条碑文といったほうがよ

いような成形痕を有する、わりと赤みの強い色調の土器.

第5図は、 10AIKの聾石中より出土した土器である"10.........15は結状体圧痘文の土器。 10は日韓

の少し下に一条の凸帯封巡り、この部分と口唇部には轄条体圧痕がある.凸帯とのあいだに爪形

文治増量されている.11も10とよく似ているが、凸徽が10より上部にあって、とれを墳に爪帯四刺

揮が上下についている.10を1l文樺帯、 11を111文様帯といった文揖構成として捉えるL 骸期に

あっては古い里衆を持っているといえる.13も同膿である.12は分厚し障維が多い.外面絡条

体圧痕がよ〈残っている.内側は外と同じ車体工具を引いて条症にしている.13は細い条障によ

る格子目状の文樺がある.凸帯?の上にも圧痕がある.14の外面にも圧t庄が少しついている.15は、

第 4固 9 AIKIV層出土の土器(l: 3) 
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骸期のものとしては器悟文樺ともに例を見ない珍しい破片である.凸帯の下端に、鎖を迎接す

るように粘土紐をはりつ妙、その上から原悼を細か〈当てている.内外の条援はこの原体を引い

てつ砂ているo 16-18は、内外に丁穆な条痕があり、いわゆる茅山系白土器である.

集石 理状集石遺構の東町輔、 17グリットに位置する{付図).一部は調査区外に延びてい

るものと思われる.卵大から:It大の安山岩酷10個を僅用している.下部は径900羽、深き 18聞の洩

い穴になっている.乙のすぐ南には厚さ 5田の焼土があり、本社と何か関楳があると考えられる.

出土した遺物は土器のみで、いずれも蝿石の上荷、躍に混じって表直に条症のある薄手の茅山

上層期の土器片4点のみである。

小量穴 骸期の小竪穴は支谷の樟辺部にあって、環状聾石遺構を取り囲むように配している.

9基樟出したが、これらのうちの多くは甚穴と目される.

3 号 南個は中期のピットによって損なわれている.曾大から人頭大の安山岩様と大きな

土器の破片が穴の中央部分に集中して見つかった.

6 号 底のほうが広い巾着帯の穴.穴の中央部に集中して、繭玉大から:It大の安山岩睡が

32個入っていた.瞳土がニ層に分かれて観察できた.いずれもわりと硬くしまっていた.底部に

はよ錨の輪郭に抽って小穴が8個見つかった.繊底は平らで硬い.

7 号 円筒静.穴田上商、南側から磨石が出土した.

8 母 6号と同じ巾着形.南側は旧い穴を切っている.卵大から2拡大の安山岩睡11個、醐

玉以下の小石18個が穴の西側に集中して見つかった.

9 号 南聞にピット状の小穴がある.安山岩障が多量に出土した.繭玉大から卵大37個、

拳大から隼大11個である.このうち 1個は底に密着していた.

10 号 穴母上面からは、大きな安山岩輔が出土した.下方からは、安山岩製の熔石と粘板

岩製の石離が出土した。

25 号 中央やや車よりから、一抱えもある安山岩の大石が出土した.また、上面西側から

は、安山岩の小躍が4個出土した.

35 号 択の最も内圃に位置する.条痕文の土繕片い〈らかと、窯曜石の釦l片安山岩田小

障を含めて片手分ほどあった.横底わりと硬い.

36 号 35号に接している。噂独ではな〈、世甚重なっているようだ。新旧はわからないが、

最低3基はある感じである.早期の土器片がすこし出土した.

第7図は、各小竪穴から出土した土器であるo 19 ........ 24.;ま3号出土.19はやや外反する平障の揮

鉢で、白書面に貝般胆揖による刻みがある.内外面とも細い組状四条痕を有するoN;山県の破片。

20は外面に二列、内面にー列と口唇部に連続刺型文、内外面に条症による成形檀がある.粕畑系.

23は絡条体圧痕文の土曙である.外国は、原体を少しずつずらしながら押して縄文風の文様をつ

付ている.内面は車体を引いて条痕にしている.系統の異なる土器出伴出した野明kいえよう.

25-31は6号出土.30は条痕文系土器の多い中、唯一、文樟のある土器片. 4本の浅い条鵬によ

-8ー
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る誼状文。 32は9号出土.外面にこ列、口唇部に連続の列点文を有す。連続刺突文の影響を畳げ

た新しい要3慢の土器片だろうか。 34-36は8号出土.37は8As出土で36と同一個体.茅山系の

影響を受けた連続制費文系土器。 38・39は10号出土.39は幅狭な連続制型文の土器.内外面とも

に斜めの擦痕がみえる.

包含層中の土器群 包含層および畠遺構からは、実に多くの石様、土器が出土している。そ

のうちここでは、 9グリットまでのしかも一部の土器についてとりあげてみた.い〈っかを陣き

みな早期の茅山上層段階に属す土器群である.

第 8図40は、愛車縄文の小破片.外商は列点状のニ列の刺喪がある.巨体の先端を押圧してい

るのか、別な施文具による町かは不明.内面撫糸。草創期の土器片.檀色。桂成はよくない。

41.........43は揖ケ島台式のかけら.いずれも、口唇部を平坦に成帯している固繊維の含有量は他と比

ぺてす〈ない。 44.......52は列点状の剤j突を有する土器、列点文系として一括した.44・451ま押号l風

に、 47-50は揮歯状に施士している.内面には二本一組の沈線文がある.47は文植を下端で区画

しているようだ.

53-65は沈線士ヨ匹。 53は細い櫛歯状の施文具で2列に連弧状に士様を付している。 6号小竪穴

に類似品あり D 54.......57は、 V字状に下端で担策するような文構の施文をしている。 54-....56の白書

留には、施主具を置いたくらいの僅かな刻みがある。また沈輯文系の口器部は、 41• 42をのぞき、

先尖りのっくりで共通している.59の外面には幾何学文雄封、内面には歩j点棋の押し引きと四組、

9 
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縦方向に等間隔で、二本組の凹融文が施主されている.風変わりな土器であるo 60・61は同一個

体.か細い腕申格子自主.外側光沢があり、チョコレート色の艦物が入っている特色ある土器.

62は綾軒文のあるミニチュア土器.白書部に刻みあり o 63........65は、文様の下端を区画する横方向

の巨画線がみえる.区画が先行する白が65で、桂行するのが63である.

66-78は路条体圧痕文系。 661ま外側にお焦げが付着している.口縁部から凸帯には、絡条悼を

少しずつ転がして、縄文風に施文している.内面は絡条体による条痕o67.........73は rへJ字型の曲

条体圧甚o 67・68・73は絡条体圧症による員般鹿縁由置換o 73の地には、給条体による横方向の

か細い条痕がみえる。一部斜めになっているところもあり、文植を..しているのかもしれない.

75-78は凸帯の付くものo 75の一部には圧披がみえる。 77の凸帯には、太い沈綿風の刻みが付げ

られている.

揮 9図は、連続束J突文系を主に、一部底部と条痕文を眠せた.殆どがいわゆる柏畑式に比定さ

れる段階である.

79は培状把手の部分.連続の刺費文が表直と口唇部にある.外側、把手を中心に逆三角陪の構

成をとる.内外面ともに丁寧な粂寵がされているo 80は外面ニ列、内箇ー列と口唇部に刺突があ

り、白書部によって幅狭な文掛構成をとる.

81・83-86は、富士山型の繕状抱手の部分であるo 81は少し帽のある、二条の連続の刺型文.

世頂部に小さな把手があり、浅い細かな刻みがある。 791ま、担手を中心に週三角静の連続刺突文

の文輔がある.塔部の左右、すこし下がったところに掴拭の突閣がある.骸期には類例がなし

興味ある暗片o89・90は同一個体片.雄松口韓で、二条の連統制捜文と口唇に刻みを有す.盤国

部は口唇を尖らせているo90も盤状口縁部片.内外面に連続の刺開文を有す.外面、連続車J費文

のうち下ニ列は、列点状の刺提である.

91-93は内外面条車のみ白土器片o 91・93は、白書部に剖みがあるo97は、指の腹でつまみだ

して帽歯状にしている口唇師の破片。上ノ山式白文樺手法である.

94-96は尖り底の部分。 94は砲弾型095096は乳首型。 94は多量の繍維がはいっているが、

95・961:ま少ないほうだ.

以上、包昔周中の土総群を瞳観してきたが、草創期の表裏縄文片を除いて、他はかなり接近し

た時期の土器であることが判明した.更に冒えば、韓ケ島古式の3点と上ノ山式の 1点をのぞ〈

すべてが、茅山上周期に属すことが明らかとなった.

このことから、骸期の形式的な内容について記せば、茅山系と粕畑系叩土器群に絡条体圧痕文

系土携が共伴するということ、さらに文撤要素では、条痕文 ・連続刺史文縮条体圧痕文に、制

捜文系 ・沈輔文系が加わるといったことが判明した.

開勤地方において、乙れほど創まった歯科はないが、同時期もし〈は接近した時期の遺跡とし

て、茅野市の顕胆沢遺跡の貝般腹録文系 轄粂体圧痕士果、やはり、岡市の判ノ木山西遺跡の沈

韓文系の土塁審群を挙げることができょう.本遺跡を含めたこれらの形式的内容は、八ヶ岳山創の
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茅山よ層期を代表するものとなろう。

縄文時代中期

第13号住居雄 弁戸尻遺跡の第一次 ・第二次圃査からの継続番号を採閉して、 13号住居老tと

付した.本社は、 sグリットの尭抱埴に並置し、そ田大半は闇査巨外にあり、調査した部分は床

面の一部と住穴一本である.

壁際には浅い壁柱穴が9個輸出された.床は硬〈ない.遺物は、石器と土器片が少し出土した

のみである.出土した土融から、本社は中期の格択式期に属す遺構である.

小里究 散期の小里穴は18基横出された.との他、時期不審の穴が10基あるが、大半は中期

に属すものと思われる.早期の小• .!i'穴より樺高の高い西側に群篭する.これらのうち、基穴とな

るも昭三回鎗っかある.

I 号 日号祉の西醐にあって、約2分の lは調査区外である.西よりの底部からは、片面

に圏直を残している匝砂岩製の石離が出土した.他に押引文のある裕沢式の破片や、赤色躍の残

る有孔鐸肘寸土器片が出土した.穴申すぐ南には、悠大の安山岩醸の入った小穴 134号)がある.

2 号 i号の車にあって、約4分の 1は調査区外である.底部からは、絡択式の確片とホ

ルンフェルス製の靴形石器部出土した.北側、発掘境から底に密着して土器の底部が出土した.

4 号 柱穴状の穴.硬砂岩製の石鍬、粘板岩製のツルハシ状石器、スレート製の石包丁と

石器が多〈出土した.最大笹60cm・深さ胞団』これに対応するのは 3号東の穴で、距離は 2m30

。'0
5 号 輔査時、修大目安山岩と土器の一部があらわれた{車11図)0周辺を少し下げると、

穴の輪郭が見えはじめた.土器は 3分の 2しかなく、故置に眠られたもののようで、あたかも遺

体の上に並ぺおかれたかのよ うだ.長闘で現形、新道期の有孔胃付土器である(口桔)0

11 寺 南壁の暗銅境、 9COIにある。斬道期の土器片い〈らかと、粘板岩製の石署片が2

つ出土した。また、ほとんど関査区外にある瞬の穴からは、土器の底部片と卵大町黒曜石町石輯

が出土した.

12 号 11号の西側にある.平出IJJA系の土滋片と卵大の安山岩2個が出土した.

13 号 祭大より少し大きめの安山岩睡 1個と、土器片が出土した.

14 号 嘩岩製の〈さぴ状石器とホルンフェルス製の石包丁が i個ずつ出土した.

15 号 南壁の聾掲壇 8C区にある.完酪の石うすが伏さっていた.粘板岩製で身の薄い

石鍬と硬砂岩製の石器片、絡沢式の土器片がい〈らか出土した.

16 号 15号に瞬接している.黒明石製の分庫い石盤樺の石器と薗玉大目安山岩1個、加曽

和'JE旧式の土器片が出土した.

17 号 一部は調査区外である.粘仮岩ホルンフェルス製の石器片2片と、卵より小さい安

山岩8個、新遭期の土器片がい〈らか出土した.

~ 14 -
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描沢式の土器片がいくらか出土した.

20 号 柱状の穴。黒曜石の制片

と石昔、チャ トの制片と中期前半の

土器片が出土した.

-・・.

『とこ=ピク〈
1 F 

第 10図第日号住居)jt

ダ
想PJ

50繍

1 

第 U悶 5号小竪 'jV;.(1岬

21 号 阻蹄岩製の樟状睡石器きと搭沢式の土器片がすこし出土した.碑石器の両端はざらざ

らしていて、叩石のようである.

22 号 底が一番低〈なるすり鉢状を呈する.粘極岩ホルンフェルス製の聾援と九兵捕尾般

式土器片がい〈らか出土した.

23 号 17号に瞬接する.石雄、卵大の畏石、繭玉大の安山岩3個と、絡沢式の土器片が7

片出土した.

24 号 穴の北側によった局所から、隼大の安山岩躍が出土した.障の揖辺は人工的に打ち

かかれている.

28 号 長径57，田 ・短径52師 ・揮さ12cm。埴底、立ち上がり部分に 4個の小穴がある.

29 号 正門に近い。真ん中の小穴から、土器の把手が出土した.揮さ111<m.

遺物集中区 11から12グリタトにかけて、半完帯の土器や大小の土器片のほか、い〈つもの

石器や安山岩の聾が散在していた.これらはみな廃棄されたものと判断される.この遺構の上面

15 
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第 12田中期の小竪穴(I刷

』ニB:tiから 1，11. 1S， 16. 17. 2.3 

下段 2ーから 2，24， 22. 28， 29， 19 

には、 8から13グリットにかザて準大から人頭大の障が散在していたが、これとの関係b輯視で

きないようにおもわオもる.

平 安時代

目Aグリ ット、凶閣の上面からは平安時代田灰軸皿腕、蝿 ・石費が一括でしかも狭H範聞か

ら出土した.周辺を輔査したが、住居祉や穴など虚構を樟出することはできなかった。

JIl物がまとまっていた場所、灰軸の闘の出土したすぐ近〈の東側からは、人頭大の安山岩障が

ーっと、およそそこから 1mほど離れて、車から北開へ安山岩の障が弧状にあったのみである.

いず札にしても、出土した状況から、なにか串専をおとなった編所で陪ないかと推醐される.

981ま灰軸闘器の碗.割れていたためすぐに取り上げてしまったが、匹軸皿同樺、正位で出土し

た.もともと完帯だったようだ.高台部分のつ〈りがわりと雑である.99は灰軸血.部分付けさ

れた白色の軸軍がとても崎直a 口唇部は厚ぼったし内側に段を有す。この皿から I Ocm I~ ど南、

皿を取り上げたらすぐのことろに100の石突があった.輔てはいるが保存状閣は良好。重量感が

」=:1:=:::i("

E "畑" 
節目圏平安時代の置物(1:3) 
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ある。皿の60叩南からは、 101の韓が元の方を北に向けてやはり正位で出土した。完形の輔は足

場遺跡に次いでご例目白

近世

12Aグリットからは、開田の際に埋めた土の最下部、 1I層とのあいだから、江戸時代の前期に

舗造された銭買の「寛永通宝」が一点出土した(第14図)。

，タ状遺構 繭査区町東側、択に向かつて緩く傾斜する地点目16から19グリットにか砂て汐が

見つかった.汐内には、参大から人頭大の障が多量に混入していた。これらの躍に嵩じって、縄

文剛tの石器や土器片のほか、天目茶碗の破片や内耳鍋町破片が入っていた@

このことから、本社は関岡時に作られたか、それ以降に田の排水処理用として作られたものと

思われる.

ーーミ己竺;
一一一一一ーー一一ー一一ーー一~一ー一一ー一一-

務揚揚弱ZZZ云乏三三三
第14回 開国時の塑土 (トーン部}と最下部から出土した銭貨{¥: 1凪""大}

3 成果と課題

井戸尻遺跡は、過去二回の調査を行っており、昭和41年に国指定史跡となった.今回の調査地

点は遺跡の末端であり、遺跡の範囲を捉えること、遺跡の性格を知ることという点においては、

定の成果をえることが出来た。

まず第ーに、遺構は尾担の末端までいっぱいに展開しており、全体が厚い遺物白包含層である

という こと.これは調査の進行を妨げたこ kは冒うまでもないが、閣の庫みと包脅している生活

地物の賀 ・量が多揖である点、長期にEる定住生活を裏付げるものであろう。

第二は、早期の環杭集石遺構の尭見であろう。早期のも叩はとれまでになく、また中失に人工

的な盛土を有するというのも例を知らない。理状集落による円環構造と同じであることから、同

-17ー



樺の置味が考えられる.

車三は、旧石器時代の生活喧閣の尭見である。町内には同時代の遺酔がいくらかは存在するが、

今回のように聾砲によって得られたものは散少ない.当遺跡では尾根町末端から出土しており、

旧石盤時代の行動範閥、占地のありかたなど地の遺跡と比較する時には参考となろう.

加えて、出土したE紅白I期早期の土器群であろう.これまであまり知られていなかった茅山上

層期の 括質料によって、型式学的な内事が明らかとなったことは大きな成果であった.

遣問幅という限られた筒閣の調査ではあったが、圭固でもはじめてという遺構の尭見もあり.

保存出来なかったことは大変憶やまれるものの、未調査匹岐を含めて、国指定史跡として十分な

内容を保有した遺跡であることが判明した.
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上空からみた遺跡と周辺{中失が芥戸尻遺蕗}
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図版 1



図版 2

遺 跡近憲柵よ引

表土創ぎ -20ー



図版 1

環状泉石遺術{西方より)
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環状袋石遺鯛{蘭方よ引



図版4

早期の小里穴{北方よ引
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図版s

3号小里 穴

'‘ 
ー・伊 . 

d 

-23ー 6 号 11~ JI穴



図版 E

8号小慶穴

10号小竪穴 -24-



図版 7

25号小竪穴

-25ー 9， 10号小笠穴



図版 8

プνイドの出土状鐙

中期の遺物集中区 {.nより)
一回一



図版 E

中期の小箆穴と第 13号住リ屑急上

-27ー
5号小堅穴の有孔鍔付登の出土状態



図版10

平安時代の遺物出土状態

灰紬皿の出土状態と周辺の状況 -28ー



図版11

汐状遺構(北東から}

一一，Q一一 汐状遺構(東南から}



図版12

中期の遺物集中区の調査
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